
詳細はこちら！

　大熊未来塾では、帰還困難区域や中間貯蔵施設に含まれた地域の伝承活動を行ってい
ます。3月31日まで、継続的に支えてくださるマンスリーサポーターを募集していま
す。ご寄付は、活動全般への支援となります。

　現在進行形で起きていることを、今を生きる人々とともに問い直し、考え続ける「対
話の場」として、フィールドワークや講話の実施、ワークショップやシンポジウム開
催、聞き書きなど記録収集の活動に取り組んできました。

　これまでもたくさんの方のご支援により活動してまいりましたが、記録・発信・学び
の場づくりを継続していくための安定した運営基盤を整え、次の世代に活動を引き継い
でいきたいと考えています。

　地域住民や、今を生きる全国の人々と、「なぜ原発事故が起きてしまったのか」を問
いつづけ、より人間的で豊かな文化を醸成することが、将来の地域再生につながり、ま
た、より良い社会構築にもつながると考えています。

　震災と原発事故の経験を、これから先も社会に手渡していくために、
今、継続的な支えが必要です。継続的にともに歩んでくださるサポータ
ーとして、ご参加いただけましたら幸いです。

震災と原発事故の悲しみや犠牲を
繰り返さないために


